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復
興
へ
の
ご
支
援
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す

人
と
自
然
が
織
り
な
す 

心
豊
か
な
協
働
の
村

　７月 26 日、菅窪・和野・七滝の子供会はア
ズビィ体育館前で夏休みの子供会行事「流し
そうめん」を楽しみました。
　流れてくるそうめんを先頭の子どもが次々
ゲット。流れの最後で待つ子どもは不満顔？
　楽しい夏休みの思い出ができました。

主
な
内
容

● 小中学校いじめ防止対策の現状 … ３㌻
● 全国に挑む女子高生アスリート … ４㌻
● 在京村ふるさと会総会開催  ……… ５㌻
● 村議会だより ……………………… 12㌻
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グリーンウェイブ 2015
～緑のバトンでつなぐ想い～ in田野畑村記念植樹会

　
全
国
の
子
ど
も
た
ち
に
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
植
え
る
苗
木
を
育
て
て

も
ら
い
、緑
の
再
生
と
被
災
地
を
思
う
心
を
育
む「
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
」運
動
。

グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
を
き
っ
か
け
に
全
国
の
小
中
高
校
へ
活
動
の
輪
を
広
げ
た

の
が
「
緑
の
バ
ト
ン
」
活
動
。
２
つ
の
緑
化
活
動
の
植
樹
会
が
島
越
地
区
で
行

わ
れ
、
被
災
地
に
新
し
い
命
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
７
月
８
日
、
旧
島
越
駅
前
広
場
周
辺

で
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
２
０
１
５
〜
緑

の
バ
ト
ン
で
つ
な
ぐ
想
い
〜
in
田
野
畑

村
記
念
植
樹
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
イ
ブ
は
、
生
物
多
様

性
の
日
の
５
月
22
日
、
午
前
10
時
に
全

世
界
で
植
樹
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地

球
の
自
転
と
と
も
に
世
界
の
東
か
ら
西

へ
緑
の
波
が
広
が
り
地
球
を
覆
う
こ
と

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
、国
連
の
生
物
多
様

性
条
約
事
務
局
が
提
唱
し
た
活
動
で
す
。

　
今
回
、
村
に
届
い
た
苗
木
は
、
震
災

後
の
平
成
24
年
に
首
都
圏
の
子
ど
も
た

ち
が
岩
手
県
の
苗
木
を
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ

イ
ブ
活
動
で
植
樹
し
、
３
年
間
育
て
た

広
葉
樹
６
種
類
の
苗
木
２
３
０
本
と
緑

の
バ
ト
ン
活
動
で
友
好
都
市
の
埼
玉
県

深
谷
市
の
全
小
中
学
校
29
校
が
育
て
た

苗
木
２
７
０
本
。
ま
た
、
こ
の
日
、
修

学
旅
行
で
村
を
訪
れ
た
和
歌
山
県
の
私

立
高
野
山
高
校
の
生
徒
が
自
ら
育
て
た

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
苗
木
も
合
わ
せ
て
、
合

計
約
５
０
０
本
の
苗
木
を
島
越
の
大
須

賀
地
区
に
田
野
畑
中
学
校
の
生
徒
や
深

谷
市
教
育
委
員
会
教
育
部
次
長
兼
指
導

主
事
の
片
桐
雅ま
さ

之ゆ
き

さ
ん
、
高
野
山
高
校

の
学
生
ら
が
植
樹
し
ま
し
た
。

　
植
樹
し
た
田
野
畑
中
学
校
１
年
の

中
村
海み

希き

さ
ん
は「
急
斜
面
へ
の
植
栽

だ
っ
た
の
で
土
や
水
の
運
搬
と
苗
木
を

地
面
と
水
平
に
植
え
る
の
に
苦
労
し
ま

し
た
。
植
え
た
木
が
病
気
な
ど
に
な
ら

ず
に
成
長
し
、
津
波
で
失
わ
れ
た
自
然

が
再
生
す
る
こ
と
を
祈
っ
て
ま
す
」
と

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

高野山高校の生徒も植樹を体験

生徒と大人が一緒に作業を行いました

　
高
野
山
高
校
２
年
の

川
侑れ

那な

さ
ん

（
16
）は
「
震
災
か
ら
４
年
。
現
在
の
被

災
地
を
訪
問
し
て
、
自
然
の
怖
さ
、
命

の
尊
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
日
は
去

年
の
春
か
ら
育
て
た
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
の
幼

木
７
本
を
植
え
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
私
た
ち
と
田
野
畑
中
学
校
の
友
情

の
証
し
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
と
思

い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
植
樹
事
業
は
、
植
え
ら
れ
た
苗
木
が

何
十
年
と
生
き
続
け
る
こ
と
で
被
災
地

の
人
々
と
被
災
地
を
応
援
す
る
全
国
の

人
々
の
心
が
繋
が
り
続
け
る
事
業
。
来

年
以
降
も
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ー
ブ
と
緑
の

バ
ト
ン
の
植
樹
活
動
は
続
き
ま
す
。

田野畑中学校１年生が植樹活動 深谷市から苗木を受け取る袰岩教育長

　
今
回
の
中
学
生
の
自
殺
は
、
大
変
悲

し
く
残
念
で
す
。
心
に
深
く
受
け
止
め

村
の
教
育
に
あ
た
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
「
田
野
畑
村
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
」
を
、
各
小
中
学
校
で

「
学
校
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
」
を
策

定
し
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
・
早
期
発

見
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
小
中
学
校
か
ら
は
、
小
さ
な
事
で
も

す
ぐ
に
報
告
が
あ
り
、
風
通
し
の
よ
い

関
係
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
児
童
・
生

徒
に
寄
り
添
い
細
や
か
な
対
応
が
な
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
保
育
園
や
小
中
学

生
の
家
庭
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

や
、中
学
校
の
地
区
懇
談
会
に
参
加
し
、

今
年
度
の
田
野
畑
中
が
目
指
す
学
校

像
の
一
つ
に
「
明
る
く
楽
し
く
い
じ
め

の
な
い
学
校
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
本

校
で
は
、
い
じ
め
に
対
し
て
は
毅
然
と

対
応
す
る
一
方
で
、
多
感
な
中
学
生
の

揺
れ
動
く
心
の
状
況
を
把
握
し
、
一
人

一
人
に
寄
り
添
っ
た
心
の
ケ
ア
と
迅
速

な
指
導
を
行
う
べ
く
、
学
級
担
任
、
養

護
教
諭
、
部
活
顧
問
な
ど
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
情
報
を
も
と
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
が
派
遣
さ
れ
る
毎
週
火
曜
日

に
、ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

会
議
で
話
題
に
な
っ
た
生
徒
へ
は
即

日
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
行
う
と
と
も

に
、
情
報
を
共
有
し
な
が
ら
全
校
体
制

で
の
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、今
年
度
は
、テ
レ
ビ
、ゲ
ー
ム
、

ネ
ッ
ト
と
の
接
触
を
最
小
限
に
抑
え
た

規
則
正
し
い
生
活
が
、
望
ま
し
い
心
の

成
長
に
つ
な
が
る
と
の
考
え
か
ら
、
生

徒
が
日
々
記
録
す
る
「
毎
日
の
記
録
」

に
保
護
者
確
認
欄
を
設
け
目
を
通
し
て

も
ら
う
な
ど
、
各
家
庭
と
の
連
携
を
心

が
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田野畑中学校で活用している生活記録ノート「毎日の記録」は生徒、教員、保護者の３者が内容を確認する工夫がされています

全国各地で育てられた苗木 島越の海を望みながらの植樹

田
野
畑
村
教
育
委
員
会

　
　
　
袰
岩 

敏と
し

雄お 

教
育
長

家
庭
と
の
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
学
校
・
家
庭
・
地
域
で
子
ど
も
た
ち

の
心
を
育
て
、
頑
張
り
を
し
っ
か
り
褒

め
、
い
じ
め
に
は
毅
然
と
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

田
野
畑
中
学
校

　
　
　
関
向 

正ま
さ

俊と
し 

校
長

田
野
畑
小
学
校

　
　
　
大
芦 

教の
り

子こ 

校
長

　
小
学
校
で
は「
い
じ
め
を
し
な
い
、
許

さ
な
い
」学
校
・
子
ど
も
た
ち
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
様
々
な
問
題

や
兆
候
を
早
期
に
つ
か
み
、
適
切
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
考
え
ま
す
。

　
教
師
、
特
に
も
学
級
担
任
は
、
子
ど

も
た
ち
の
訴
え
や
相
談
、
日
常
の
観
察

や
会
話
な
ど
か
ら
、
ま
た
、
保
護
者
か

ら
の
電
話
連
絡
や
連
絡
帳
へ
の
記
述
か

ら
情
報
を
得
て
状
況
を
つ
か
む
こ
と
を

大
切
に
し
て
い
ま
す
。
特
に
高
学
年
で

は
、
日
常
の
生
活
ノ
ー
ト
を
取
り
入
れ

る
な
ど
発
達
段
階
に
応
じ
た
工
夫
も
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
些
細
な
こ
と
で

も
気
に
な
る
こ
と
は
保
護
者
と
連
絡
を

取
り
合
い
ま
す
。
ま
た
、
児
童
へ
の
指

導
を
担
任
だ
け
で
は
な
く
、
意
識
し
て

職
員
間
で
情
報
共
有
し
、
組
織
的
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　
い
じ
め
防
止
の
対
策
と
し
て
は
、
年

２
回
の
児
童
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
期
末

面
談
に
お
け
る
保
護
者
か
ら
の
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日
常
的
に
子
ど

も
を
理
解
す
る
こ
と
、
ま
た
家
庭
や
地

域
と
学
校
と
の
連
携
が
何
よ
り
大
切
と

考
え
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

７月 13 日、中学校では「いじめの定義」につい
て確認する場が設けられました

被災地へ苗木を植樹
し自然の再生を祈る

田野畑中学校１年
　　中村海希さん

【
県
教
育
委
員
会
い
じ
め
相
談
電
話
】

　
☎
０
１
９

－

６
２
３

－

７な

８や

３み

０ゼ
ロ

　
　
　
　
　

24
時
間
３
６
５
日
対
応

　
７
月
５
日
、
矢
巾
町
で
中
学
２
年
生

の
男
子
生
徒
が
自
殺
す
る
痛
ま
し
い
事

件
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
も
平
成
23
年
の
滋
賀
県
大

津
市
の
中
学
２
年
生
や
26
年
の
滝
沢
市

の
中
学
２
年
生
が
自
ら
命
を
絶
つ
事
件

が
あ
り
、
命
の
大
切
さ
を
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
に
自
覚
さ
せ
る
必
要
性
が
強

く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
村
は
、
毎
年
、
児
童
・
生
徒
の
い
じ

め
や
問
題
行
動
な
ど
の
調
査
を
行
っ
て

お
り
、
昨
年
度
は
数
件
い
じ
め
と
思
わ

れ
る
相
談
が
児
童
や
生
徒
、
家
庭
か
ら

寄
せ
ら
れ
、学
校
が
対
応
し
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
皆
さ
ん
が
気
に
か
け
て
い
る

村
の
い
じ
め
防
止
対
策
の
現
状
に
つ
い

て
、
村
教
育
委
員
会
の
袰
岩
敏
雄
教
育

長
と
小
中
学
校
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

小
中
学
校
の

い
じ
め
防
止

対
策
の
現
状
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警
察
協
力
者
へ
感
謝
状
を
贈
呈

岩
手
県
警
察
が
村
内
で
長
年
に
わ
た
り
防
犯
・
交
通
安
全
な
ど

に
お
い
て
警
察
に
協
力
・
貢
献
さ
れ
た
個
人
４
人
と
１
団
体
に

感
謝
状
を
贈
呈
し
、
長
年
の
功
績
を
讃
え
ま
し
た
。

　
７
月
１
日
、
岩
泉
警
察
署
で
平
成
27

年
警
察
協
力
者
感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
贈
呈
式
で
は
、
村
内
で
長
年
に
わ
た

り
、
住
民
の
安
心
安
全
を
守
る
た
め
、

警
察
業
務
に
協
力
し
た
個
人
と
団
体
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

●
岩
手
県
警
察
本
部
長
感
謝
状

　
道
合
勇ゆ
う

一い
ち

さ
ん（
76
）
＝
明
戸
＝
は
、

平
成
７
年
の
田
野
畑
村
駐
在
所
連
絡
協

議
会
の
設
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
会

長
と
し
て
精
力
的
に
駐
在
所
活
動
に
貢

献
。
住
民
参
加
に
よ
る
交
通
安
全
・
地

域
安
全
の
意
識
高
揚
に
励
ま
れ
ま
し
た
。

●
岩
泉
警
察
署
長
表
彰

　
た
の
は
た
児
童
館
交
通
安
全
母
の
会

は
、
旧
田
野
畑
児
童
館
時
代
か
ら
交
通

安
全
活
動
に
積
極
的
に
貢
献
。
独
自
に

交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
企
画
す
る

な
ど
村
の
交
通
安
全
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　
工
藤
久ひ
さ

男お

さ
ん（
65
）
＝
和
野
＝
は
、

平
成
９
年
か
ら
田
野
畑
村
防
犯
連
絡
委

員
と
し
て
長
年
に
わ
た
り
防
犯
意
識
の

高
揚
を
図
る
活
動
に
尽
力
。
小
学
生
の

登
下
校
時
に
交
通
安
全
指
導
を
行
う
な

ど
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　
佐
々
木
禮れ
い

二じ

郎ろ
う

さ
ん（
79
）＝
菅
窪
＝

は
、
平
成
９
年
か
ら
村
交
通
安
全
指
導

員
と
し
て
交
通
事
故
防
止
に
貢
献
。
田

野
畑
駐
在
所
の
活
動
に
も
多
大
な
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
畠
山
保や
す

幸ゆ
き

さ
ん（
63
）＝
田
野
畑
＝
は
、

平
成
７
年
か
ら
田
野
畑
村
駐
在
所
連
絡

協
議
会
の
中
心
的
役
割
を
担
い
、
地
域

安
全
・
交
通
安
全
活
動
に
貢
献
。
ま
た

村
消
防
団
長
と
し
て
各
種
警
察
業
務
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

前列左から工藤久男さん、佐々木禮二郎さん、道合勇一さん、たのは
た児童館交通安全母の会の熊谷美穂子（みほこ）さん、畠山保幸さん

熊谷 百
も も

花
か

さん
盛岡誠桜高校１年

東崎 和
か ず

美
み

さん　

杜陵高校宮古分室３年

バドミントンは高校入学後に取り組み、努力
を重ね３年生で初めて全国大会へ出場決定

中学から本格的に陸上に取り組み、陸上強豪校
へ進学。１年生ながらインターハイへ出場決定

　
８
月
17
日
に
神
奈
川
県
小
田
原
市
で
開

幕
さ
れ
る
「
全
国
高
等
学
校
定
時
制
通
信

制
体
育
大
会
第
17
回
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
」の
個
人
に
東
崎
和
美
さ
ん（
杜
陵
高
校

宮
古
分
室
）＝
浜
岩
泉
＝
が
出
場
し
ま
す
。

　
い
と
こ
の
影
響
な
ど
で
好
き
だ
っ
た
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
を
本
格
的
に
始
め
た
の
は
高

校
入
学
後
。
週
２
日
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の

練
習
に
加
え
、
毎
週
水
曜
日
に
ア
ズ
ビ
ィ

体
育
館
で
行
わ
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
も

参
加
。
家
族
や
世
代
を
超
え
た
多
く
の
村

民
と
の
プ
レ
ー
で
腕
を
磨
き
ま
し
た
。

　
６
月
６
日
に
花
巻
市
総
合
体
育
館
で
行

わ
れ
た
県
大
会
に
は
県
内
定
時
制
、
通
信

制
に
通
う
選
手
29
人
が
出
場
。
２
位
で
全

国
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。

　「
県
大
会
決
勝
で
は
疲
れ
か
ら
諦
め
て

し
ま
い
優
勝
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
国

大
会
は
格
上
相
手
の
試
合
に
な
る
と
思
い

ま
す
が
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
、
ま
ず
は
１

勝
を
目
指
し
ま
す
」
と
全
国
大
会
へ
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

　「
学
校
の
先
生
や
、
一
緒
に
練
習
し
て

き
た
女
子
部
員
、
ア
ズ
ビ
ィ
ス
ポ
ー
ツ
教

室
の
皆
さ
ん
、両
親
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
と
て
も
好
き
な
の
で
、

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

練
習
に
汗
を
流
し
ま
す
。
　

　
７
月
29
日
か
ら
和
歌
山
県
和
歌
山
市
で

開
催
さ
れ
る
第
68
回
全
国
高
等
学
校
陸
上

競
技
対
校
選
手
権
大
会（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）

の
女
子
８
０
０
ｍ
に
熊
谷
百
花
さ
ん
（
盛

岡
誠
桜
高
校
）
が
出
場
し
ま
す
。

　
６
月
16
日
、
福
島
県
福
島
市
の
と
う
ほ

う
・
み
ん
な
の
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開
催
さ
れ

た
第
70
回
東
北
高
等
学
校
陸
上
競
技
会
兼

第
68
回
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
東
北
地
区
予
選
の
女
子
８
０
０

ｍ
で
２
分
15
秒
10
を
記
録
し
３
位
。
１
年

生
な
が
ら
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
の
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

　
熊
谷
さ
ん
は「
高
校
入
学
か
ら
４
か
月
、

慣
れ
な
い
寮
生
活
で
す
が
順
調
に
調
整
で

き
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
出
場
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ず
っ
と
支
え
て
く
れ
た
母

を
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
連
れ
て
行
き
た
か
っ

た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
全
国
大

会
で
は
自
己
ベ
ス
ト
２
分
15
秒
05
を
更
新

し
て
準
決
勝
へ
進
め
る
よ
う
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
高
校
で
は
ト
ラ
ッ
ク
競
技
と
駅
伝
競
技

の
ど
ち
ら
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ

と
か
ら
「
け
が
に
気
を
付
け
て
、
来
年
以

降
も
連
続
し
て
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
で

き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

全
国
に
挑
む
女
子
高
生
ア
ス
リ
ー
ト

懐かしい古里の話題や震災復興、村の未来などについて語り合いました懐かしい古里の話題や震災復興、村の未来などについて語り合いました

　
在
京
田
野
畑
村
ふ
る
さ
と
会
の
事
務

局
、
前
原
克か

つ

郎ろ
う

さ
ん
よ
り
寄
稿
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　　
在
京
田
野
畑
村
ふ
る
さ
と
会
（
小
原

八は
ち

郎ろ
う

会
長
）
で
は
、
７
月
５
日
、
第
17

回
定
期
総
会
と
懇
親
会
を
開
催
。
会
場

と
な
っ
た
久
慈
英ひ
で

朗あ
き

さ
ん（
菅
窪
出
身
）

が
経
営
す
る
東
京
都
渋
谷
の
「
庵
Ｇ
Ｕ

Ｒ
Ｉ
・
５
５
６
６
店
」
に
は
来
賓
を
含

め
72
人
が
集
い
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
総
会
は
、
震
災
犠
牲
者
へ
の
黙
祷
に

始
ま
り
、
前
年
度
決
算
と
事
業
報
告
、

新
年
度
事
業
計
画
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
懇
親
会
で
は
、
田
野
畑
産
に
こ
だ

わ
っ
た
、
ホ
ヤ
や
ド
ン
コ
な
ど
海
の
幸

を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
素
朴
な
料
理
の

味
を
楽
し
み
ま
し
た
。
ま
た
物
産
販
売

で
は
、
村
産
業
開
発
公
社
の
飲
む
ヨ
ー

グ
ル
ト
と
山
ぶ
ど
う
ワ
イ
ン
の
無
料
試

食
を
用
意
し
、
た
く
さ
ん
販
売
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
漁
協
婦
人
部

製
造
の
塩
蔵
ワ
カ
メ
や
み
そ
汁
セ
ッ

ト
、
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
販
売
さ
れ
て
い

る
「
羅
賀
の
漁
火
太
鼓
」
や
い
か
煎
餅

な
ど
菓
子
類
も
完
売
す
る
な
ど
大
盛
況

で
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
未
来
の
田
野
畑
村
に
つ
い

て
大
い
に
語
り
合
い
、
創
立
20
周
年
を

目
指
し
て
村
へ
の
貢
献
と
想
い
を
深
め

て
い
こ
う
と
誓
い
合
い
ま
し
た
。

在京田野畑村
　ふるさと会
総会を開催
平成 27年７月５日
東京都渋谷

「庵ＧＵＲＩ．5566店」
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　岩手県教育委員会が主催する岩手県青少
年劇場がアズビィホールで６月29日開催さ
れ、小中学生の児童生徒が一流の芸術家の
歌声やピアノ演奏に触れました。
　第１部ではモーツァルトの「パパパの二
重奏」など歌のコンサート、第２部では歌劇
「セヴィリアの理髪師」の一部を披露。ユー
モラスな芝居と美しい歌声を響かせました。
　鑑賞した佐々木優

ゆ

花
か

里
り

さん（小２）は「歌
声がとてもきれい。私もあんな声になれれ
ばいいな」と羨望のまなざしを向けました。

オペラ混声四重奏を小中学生が体感

一流のオペラ歌手４人とピアニスト１人が児童生徒を魅了しました

　７月 10日、机浜番屋を利用する漁業者
やＮＰＯ法人体験村・たのはたネットワー
クの職員ら 15人が机浜番屋群周辺の美化
奉仕活動を行いました。
　奉仕活動では番屋周辺の草刈りや井戸の
環境整備などを実施。体験村・たのはた
ネットワークの楠田拓

たく

郎
ろう

さんは「本格再開
から３カ月、利用客は順調に増えています。
これからの観光シーズンに向け、番屋利用
者みんなで環境を整え観光客をもてなしま
す」と語りました。

机番屋群で利用者ら美化奉仕活動

背丈ほど伸びた草を参加者が刈り払い、とてもスッキリしました

待合室に集まった観光客を楽しませる早稲田大学ニューオリンズジャズクラブ

　早稲田大学ニューオリンズジャズクラブ
のメンバー９人が、７月４日、島越駅でジャ
ズの演奏を響かせました。
　宮古駅発９時18分の三陸鉄道車内で演奏
してきた一行は、島越駅で下車すると駅構
内でベイズン・ストリート・ブルースなど
４曲を演奏し、観光客などを楽しませまし
た。演奏した早稲田大学３年の岩崎統

もと

さん
（21）は「お客さんに楽しんでもらいたい
一心で演奏しました。三鉄の活性化につな
がればうれしいです」と笑顔で語りました。

　６月26日、村スポーツクラブでは、村地
域子育て支援センターと共催によりピラ
ティス体験会を開催しました。当日は、日
本ピラティス指導協会公認マットピラティ
スコーチの福士幸

さち

子
こ

さんを講師に14人の参
加者がピラティスに挑戦。参加者一同、姿
勢の改善、心と体のリフレッシュを体感し、
ウエスト引き締めなど効果を実感しました。
　ピラティス教室はアズビィホールで月１

回の開催を予定しています。皆さんの参加
をお待ちしています。

ピラティスで心と体リフレッシュ

横断幕で通行車両に交通事故防止を訴えました

マットピラティスで心も体もリフレッシュできました

　田野畑村駐在所連絡協議会（道合勇
ゆう

一
いち

会
長）と下北地区交通安全協会田野畑支会（工
藤求

もとむ

会長）では、７月６日、七夕に合わせ
て田野畑児童館（中里民

たみ

子
こ

館長、園児44人）
園児と一緒に交通安全活動を行いました。
　園児は田野畑駐在所に短冊など飾り付け
た後、周辺の事業所などを巡回し、啓発グッ
ズを配布し交通事故防止を呼び掛けました。
　参加した早野天

てん

真
ま

君（４つ）は「家族が事
故に遭わないよう短冊に願いを書きまし
た」と家族の交通安全を祈りました。

園児が七夕に安全運転を呼び掛け 島越駅で早稲田大のジャズ響く

　歌で元気を届けようと震災復興コンサー
トを行っている歌手のミネハハさんが６月
29日、黎明台団地集会所を訪れました。
　「水色ワルツ」や「蘇州夜曲」など懐か
しい歌を中心に10曲を披露。オリジナル曲
「ありがとう地球」では参加者の皆さんが
一緒に手拍子や歌を口ずさみ交流を深めま
した。参加した佐々木リクさん（76）＝黎明
台団地＝は「ミネハハさんを見るのは３回
目。澄み切った声がとても良かったです」
と話していました。

ミネハハさん黎明台団地で独唱

復興祈念祭やハックの家に歌を届けるなど、村を応援してくれているミネハハさん
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お知らせお知らせ
火　災

（６月21日～７月20日）

火 災 の【今月】　１件
発生件数【今年】　２件
無火災の連続記録
（７月20日現在）　 059日

人口と世帯
７月１日現在 (　) は前月比

 人口　 3,657人（+ 4） 
　男　  1,824人（+ 2） 
　女　  1,833人（+ 2） 
世帯  1,446世帯（+ 5）

　お盆を迎え、花火や松明かし
など火を取り扱う機会が多くな
ります。花火は、誤った使い方
をすると火傷や火災につながり
非常に危険です。水バケツなど
の消火用具を準備してから遊び
ましょう。また、仏壇の線香や
ろうそくが倒れると、火災の原
因につながります。墓参りの際
にも、線香やろうそくを使用す
る時はその場を離れないように
しましょう。
◆花火で遊ぶ時の注意
①花火を人や家に向けないよう
　にしましょう
②燃えやすい物のある場所では
　遊ばないようにしましょう
③消火用の水を用意しましょう
④大人と一緒に遊びましょう
⑤筒もの花火は、途中で火が消
　えても筒の中を覗かないよう
　にしましょう
◆問い合わせ…宮古消防署田野
　畑分署（☎ 34-2100）

●知  花火・盆火による火災に注意

多重債務相談窓口
東北財務局盛岡財務事務所では
多重債務でお悩みの人の相談に
応じています。
◆専用電話 019-622-1637
　受付は月～金の 8:30～16:30

　今年も田野畑村と縁の深い
アーラム大学（米国インディア
ナ州）の学生が田野畑村にやっ
てきます。
　教育委員会では、学生と一緒
にバーベキューを楽しみながら
国際交流できる人を募集します。 

　「アーラム大学についてよく
わからない…」「英語が話せな
い…」という人も大歓迎です。
英語が話せなくても、通訳がで
きる職員がいるので大丈夫です。
田野畑にいながら世界を知る機
会です。たくさんのご参加をお
待ちしております。
◆日時…８月 28日㈮ 午後６時
　30分～
◆場所…早稲田大学青鹿寮（思
　惟大橋公園そば）
◆対象…高校生以上の村民 20

　人（先着順）
◆参加料…500円
◆その他…事前に申し込み必要
◆申し込み締切…８月 19日㈬
◆申し込み、問い合わせ先…教
　育委員会（☎ 34-2226）

●知  国際交流イベントを開催

　村は、出稼ぎ者を対象とした
健康診断を行います。お盆で帰
省する人はぜひ受診してください。
◆日時…８月 17日㈪
◆場所…国保田野畑村診療所
◆受付時間…午前11時～ 11時30

　分（受付時間は厳守願います）
◆対象者…出稼ぎ手帳所持者
◆受診料…自己負担。ただし 8,920

　円までは助成します
◆申込期限…８月７日㈮
◆その他…当日の申し込みは受
　け付けません
◆申し込み・問い合わせ先…生
　活環境課（☎ 34-2114 内線 25）

●知  出稼ぎ者の健康診断を実施

お知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせお知らせ

　消費税率引上げの影響を緩和
するため、昨年度に引き続き、
一定の条件を満たす方を対象に、
「臨時福祉給付金」を支給します。
　支給対象となる可能性のある
人には、申請書などを郵送しま
す。給付金を受給するには、申
請受付期間内に申請書の提出が
必要です。
◆支給対象者…平成27年１月１

　日時点で、住民票が田野畑村
　にある人で、27年度分の住民
　税（均等割）が課税されてい
　ない人。※ただし、次に該当
　する人は対象外です
① 27年度住民税が課税されて
　いる人の扶養親族
②生活保護を受給している人など
◆支給額…支給対象者 1人につ
　き 6,000円（1回限り）
◆申請受付期間…８月３日㈪～
　11月４日㈬※土日祝日を除く
　午前８時 30分から午後５時
　30分まで
◆提出方法…保健福祉課（保健
　センター）へ持参または郵送
◆問い合わせ先…保健福祉課　
　（☎ 33-3102　内線 52）

　住まいの復興給付金事務局で
は、申請に係る相談会を開催し
ます。申請書の記入方法や必要
書類など直接相談できる機会で
す。
　村外での開催日については問
い合わせてください。
◆日時…８月 22日㈯午前 10時
　～午後３時
◆場所…アズビィ楽習センター
◆対象者…消費税率引上げ後に
　住宅を新築または購入などし
　た被災者
◆持参するもの…申請書類
◆問い合わせ先…住まいの復興
　給付金事務局コールセンター
　(☎ 0120-250-460)

●知  住まいの復興給付金相談会開催

　国民年金後納制度は、過去10

年以内に国民年金保険料未納の
期間のある人が、保険料を納付
することにより、将来の年金額
を増やすことができるものです。
　また、年金を受給できなかっ
た人は、後納制度を利用するこ
とで、年金が受けられる場合が
あります。
　この制度を利用できる期限は、
９月末日までとなっていますの
で、お早めにお申し込みくださ
い。
◆申込方法…下記問い合わせ先
　に申請書の送付を依頼してく
　ださい
◆問い合わせ先…宮古年金事務
　所（☎ 0193-62-1963）
　国民年金保険料専用ダイヤル
　（☎ 0570-011-050）

●知  国民年金後納制度について

●知  臨時福祉給付金について

●知  終戦から70年…戦没者追悼式を開催します

　村は、終戦 70周年を記念して「戦没者追悼式」を開催します。
追悼式には、どなたでも参列することができます。みなさんで平和
への願いを込めて戦没者を慰霊しましょう。
◆日時…８月 25日㈫
◆時間…午前 10時～ 11時
◆場所…アズビィホ－ル
◆内容…黙祷、献花など
◆服装…自由（礼服・平服）
◆問い合わせ先…生活環境課
　　　（☎ 34-2114　内線 25） 平成22年に行われた戦没者追悼式の様子

　社会福祉法人寿生会では、次
のとおり介護員を募集していま
す。
◆ 職種・人数…介護職・若干名
（正職員。希望によりパート
も可）

◆採用期日…随時
◆ 必要資格…普通自動車運転免
許。学歴は不問

◆ 給与…月給制129,700円～
　　　　パートは時給800円～
　　　　※昇給年１回
◆ 加入保険…雇用、労災、健康、
厚生、退職共済

◆ 各種手当…扶養、通勤、住宅、
賞与年２回（６月、12月）

◆ 応募方法…詳しくは電話で問
い合わせてください。面接は
随時対応します

◆ 応募・問い合わせ先…社会福
祉法人寿生会（☎33-3221担
当：穂高、中机）

寿生会で介護員を募集●募  

　田野畑村保健センターは、家
庭介護者教室を開催します。
◆日時…８月27日㈭午後２時～
　午後４時
◆場所…田野畑村保健センター
◆対象…介護家庭及び介護に関
　心のある人ならどなたでも
◆講師…宮古山口病院地域型認
　知症疾患医療センター副セン
　ター長　中島一博氏
◆内容…認知症とその対応につ
　いて
◆参加料…無料
◆申し込み・問い合わせ先…保
　健福祉課（33-3102内線 56）

●知  「認知症」講座を開催

◆投票日時…８月９日㈰　午前
　７時～午後６時
◆期日前投票
　・投票期間…８月５日㈬～８

　　日㈯
　・投票場所…役場１階村民談
　　話室
　・投票時間…午前８時30分～
　　午後８時
　・その他…期日前投票をご利
　　用の際は、後日送付される
　　入場券を忘れずに持参して
　　ください。なお、入場券を
　　お持ちでなくても投票資格
　　の確認ができれば投票でき
　　ます。（入場券裏面の宣誓
　　書にあらかじめご記入いた
　　だきますと受け付けが早く
　　済みます）
◆問い合わせ先…村選挙管理委
　員会（☎ 34-2111 内線 92）

●知  村議会議員選挙へ投票を

８月は電気使用安全月間

濡れた手で電気器具やコンセ
ントに触れるのは危険です！

　村は、平成28年度から５年間
の村総合計画（後期計画）を策定
する審議会の一般公募枠委員を
次のとおり若干名募集します。
◆応募資格…村内に在住する20

　歳以上で、審議会及び部会の
　会議に出席できる人
◆応募方法…電話でお申込みく
　ださい（申し込んだ人には別途
　応募方法をお知らせします）
◆募集期間…８月３日㈪～14日㈮
◆応募・問い合わせ先…政策推
　進課（電話 34-2111内線 62）

総合計画審議会委員を募集
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はまなす号巡回カレンダー
◆はまぎくコース（羅賀・机・北山方面）
月　日 場　　所 時　間

８月25日  ㈫
拓洋台団地 9:05 ～  ９:20
グループホームつくえ付近 9:50 ～ 10:05
北山地区総合センター 10:15 ～ 10:30

◆たんぽぽコース（田野畑・切牛方面）
月　日 場　　所 時　間

８月25日  ㈫ 黎明台団地集会所付近 11:30 ～ 11:45

◆おきなぐさコース（沼袋・甲地方面）
月　日 場　　所 時　間

８月26日  ㈬
産直プラザ尾肝要 9:15 ～　９:30
山栄会リアス倶楽部付近 ９:40 ～ 10:00
甲地公民館 10:10 ～ 10:20

2015・８　広報2015・８　広報

　問題の答えをはがきに書いて、
役場政策推進課 (８月22日まで)
にお送りください。正解者の中
から抽選で１名様にプレゼント
が当たります。

Ｑ１　大盛況の在京田野畑ふる
　さと会総会への出席者数は？　
　　Ａ）80 人　　Ｂ）70 人
　　Ｃ）72 人

Ｑ２　黎明台団地を訪れたミネ
　ハハさんが被災者を元気づけ
　ようと届けたものは？　
　　Ａ）ピラティス
　　Ｂ）ティラピス
　　Ｃ）歌

■前号（７月号）の正解
　Ｑ１→Ｂ、Ｑ２→Ａ
■先月当選者
　 応募件数５件、全員正解でした。
厳正なる抽選の結果、坂本崇
さん（田野畑）が当選。プレゼ
ントは文房具など 5 点セット
です。

「田野畑むらづくり基金」への寄付状況
（７月20日現在）

寄付金総額 3760万4760円
641件（村内123件、県内158件、県外360件）

取り崩し額 　　 615万7000円　　
基金残額
(運用益を含む） 3149万8775円

「田野畑むらづくり基金」の申し込み・問い合わせは、村ホームページ
をご覧いただくか、総務課（☎34-2111内線15）までご連絡ください。

役立ちカレンダー　　　　期間：８月３日㈪～８月31日㈪

月　日 行　事 場　所 時間 問い合わせ先

８月
３日 ㈪ アズビィ健康スポーツ教室

「卓球・ソフトバレー教室」
アズビィ体育館
（17日、24日、31日も開催） 20:00 ～ 21:00

教育委員会
（内線22）

４日 ㈫ 胃がん・大腸がん検診 羅賀地区コミュニ
ティセンター ６:30 ～８:30 保健福祉課

（☎33-3102内線55）

５日 ㈬
胃がん・大腸がん検診 アズビィホール ６:30 ～８:30 保健福祉課

（☎33-3102内線55）
アズビィ健康スポーツ教室
「バドミントン教室」

アズビィ体育館
（19日、26日も開催） 20:00 ～ 21:00 教育委員会（内線22）

７日 ㈮ アズビィ健康スポーツ教室
「フットサル教室」

アズビィ体育館
（21日も開催） 19:00 ～ 21:00 教育委員会（内線22）

９日 ㈰ 田野畑村議会議員選挙 村内各投票所 ７:00 ～ 18:00 選挙管理委員会（内線92）

10日 ㈪ 日本体育大学夏合宿 村内（13 日まで） 教育委員会
（内線12）

12日 ㈬ 診療所休診（14 日まで） 村診療所

15日 ㈯ 第 54 回田野畑村成人式
　　　　　　　・二十歳の船

アズビィホール（式典）
島越漁港（二十歳の船）

９:30 ～ 10:00
11:00 ～ 12:00

教育委員会
（内線22）

17日 ㈪ 出稼ぎ者健康診断 村診療所 11:00 ～ 11:30 生活環境課（内線25）

18日 ㈫ アズビィ健康スポーツ教室
「ソフトテニス教室」

アズビィ体育館
（25日も開催） 17:00 ～ 19:00 教育委員会（内線22）

19日 ㈬ 幼児健診 健診センター 12:30 ～ 15:30 保健福祉課（☎33-3102内線54）

22日 ㈯ 住まいの復興給付金申請相談会 アズビィ楽習センター 10:00 ～ 15:00 復興対策課（内線68）

27日 ㈭ アズビィ健康スポーツ教室
「キッズスポーツ」 アズビィ体育館 16:00 ～ 17:00 教育委員会（内線22）

28日 ㈮

アズビィ健康スポーツ教室
「ピラティス教室」 アズビィホール 18:30 ～ 20:30 教育委員会（内線22）
国際交流イベント
Tanohata International Night 青鹿寮 18:30 ～ 教育委員会

（内線15）

29日 ㈯

国際交流キャンプ
（小中学生対象事業） 村内（30 日まで） 13:00 ～ 教育委員会

（内線15）
アズビィ健康スポーツ教室
「マレットゴルフ教室」 村マレットゴルフ場 10:00 ～ 12:00 教育委員会（内線22）

31日 ㈪
村県民税２期　国民健康保険税３期　納期限 税務会計課（内線34）
後期高齢者医療保険料２期　介護保険料３期　納期限 生活環境課（内線21）

役場☎34-2111／ 教育委員会☎34-2226／ 医科診療所☎33-3101／ 歯科診療所☎33-3100／ 保健福祉課☎33-3102

〔平成27年６月届け出分〕
（一部敬称略）

●健やかに　～誕生～
　佐々木　遥人（はると）くん
　　　　　　 勇人・久美子　尾肝要
　川畑　友唯（ゆい）ちゃん
　　　　　 勝・和子　　　真木沢
　熊谷　新星（しんせい）くん
　　　　　 新吾・拓美　　浜岩泉
■安らかに　～お悔やみ～
　小　林　　楙　  （74）　甲　地
　佐々木　俊　雄（89）　切　牛
　佐々木　元　七（90）　七　滝
　鍬　形　　隆　 （83）　西和野
※ この欄に掲載してほしくない人は、届け出
のとき、戸籍係の窓口に申し出てください

おめでた　　 おくやみ

◆
職
種
…
初
級
事
務
・
３
人
程
度

　
　
　
　
初
級
土
木
・
２
人
程
度

　
　
　
　
中
級
保
健
師
・
２
人
程
度

　
　
　
　
看
護
師
・
１
人

◆ 

受
験
資
格

　

● 

初
級
事
務
…
昭
和
56
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
（
学
歴
は
問
い
ま

せ
ん
）

　
● 

初
級
土
木
…
昭
和
46
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
校
以
上
の

土
木
系
学
部
・
学
科
を
卒
業
し
た
人

（
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
に
卒
業

見
込
み
の
人
を
含
む
）、ま
た
は
土
木

　
　
系
業
務
の
実
務
経
験
５
年
以
上
で
、

　
　
土
木
施
工
管
理
技
士
、監
理
技
術
者
、技

　
　
術
士
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有
す
る
人

　
●
中
級
保
健
師
…
昭
和
51
年
４
月
２
日

　
　
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の

　
　
資
格
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
28
年

　
　
４
月
１
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る

　
　
見
込
み
の
人
（
採
用
時
に
保
健
師
資

　
　
格
取
得
が
必
須
）

　
●
看
護
師
…
昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降

　
　
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師
の
資
格

　
　
を
有
す
る
人
ま
た
は
平
成
28
年
４
月

　
　
１
日
ま
で
に
資
格
を
取
得
す
る
見
込

　
　
み
の
人
（
採
用
時
に
看
護
師
資
格
取

　
　
得
が
必
須
）

◆ 

１
次
試
験
…
９
月
20
日
㈰
　
午
前
９
時

30
分
受
け
付
け
・
10
時
試
験
開
始
、
岩

手
県
立
大
学
宮
古
短
期
大
学
部

◆ 

２
次
試
験
…
10
月
下
旬
、
村
役
場
。
個

人
面
接
試
験
な
ど
を
実
施
予
定

◆ 
受
付
期
間
…
８
月
17
日
㈪
ま
で
の
午
前

８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
（
た
だ

し
土
日
を
除
き
ま
す
）

◆ 

受
験
手
続
き
…
申
し
込
み
用
紙
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
用
紙
は
役
場
総
務
課

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
村
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。
用
紙
を
郵
送
で
請
求
す
る
場
合
は
、

あ
て
先
を
明
記
し
た
返
信
用
封
筒
（
Ａ

４
サ
イ
ズ
、
１
２
０
円
切
手
を
貼
付
）

を
同
封
の
上
、
封
筒
の
表
面
に
「
試
験

案
内
請
求
」
と
朱
書
き
し
て
送
っ
て
く

だ
さ
い
。
郵
便
請
求
は
８
月
10
日
㈪
到

着
分
ま
で
受
け
付
け
ま
す

◆ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
…
村
役
場

総
務
課
（
〒
０
２
８

－

８
４
０
７
下
閉

伊
郡
田
野
畑
村
田
野
畑
１
４
３

－

１
　

☎
０
１
９
４

－

34

－

２
１
１
１ 

内
線

11
）　

村
職
員
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す

平
成
28
年
度
採
用
予
定
の
田
野
畑
村
職
員
の
採
用
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

受
験
を
希
望
す
る
人
は
忘
れ
ず
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数
…
１
名

◆
勤
務
内
容
…
乳
幼
児
ま
た
は
小
学
生

　
児
童
の
保
育

◆
勤
務
場
所
…
た
の
は
た
児
童
館
、
若

　
桐
保
育
園
、
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン

　
タ
ー
、
た
の
は
た
放
課
後
児
童
ク
ラ

　
ブ
の
い
ず
れ
か
に
配
属
予
定

◆
応
募
資
格
…
平
成
28
年
３
月
31
日
ま

　
で
に
短
大
や
専
門
学
校
等
を
卒
業
見

　
込
み
ま
た
は
卒
業
後
３
年
以
内
で
保

　
育
士
資
格
を
有
す
る
人（
平
成
28
年

　
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
者
含
む
）

◆
募
集
人
数
…
１
人

◆
勤
務
内
容
…
総
務
・
会
計
業
務

◆
勤
務
場
所
…
事
務
局

◆
採
用
期
日
…
平
成
28
年
４
月
１
日

◆
給
与
・
勤
務
時
間
な
ど
…
当
協
議
会

　
の
規
定
に
よ
る

◆
応
募
期
限
…
８
月
21
日
㈮

◆
応
募
方
法
…
履
歴
書
（
写
真
付
き
）、

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
紹
介
状
、
資
格
証
の

　
写
し
ま
た
は
資
格
取
得
見
込
証
明
書

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
郵
送
可
）。

　
書
類
選
考
後
、
面
接
の
日
時
な
ど
を

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

◆
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
福
祉

　
法
人
田
野
畑
村
社
会
福
祉
協
議
会

　（
〒
０
２
８

－

８
４
０
７
田
野
畑
村

　
田
野
畑
１
２
０

－

１
☎
33-

３
０
２
５
）

 

保
育
士（
正
職
員
）

 
事
務
職
員（
正
職
員
）

 

共
通
事
項

◆
応
募
資
格
…
昭
和
61
年
４
月
２
日
以

　
降
生
ま
れ
で
、
日
商
簿
記
２
級
と
普

　
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

村社会福祉協議会
平成28年度採用予定

正職員募集

若桐保育園で待ってま～す

村産食材生産者を招いて  
   田野畑中学校で
  キャリア教育の授業を実施

生産者の話に真剣にメモをとる生徒たち

　

７
月
10
日
、
田
野
畑
中
学
校
で
は
、「
村
産
食

材
た
っ
ぷ
り
給
食
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
村
産
食

材
の
生
産
者
４
人
と
伊
藤
勝か
つ

康や
す

シ
ェ
フ
を
学
校
に

招
き
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
い
ま
し
た
。

　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
提
供
し
た
村
農
業
経
営
者
の

会
の
佐
々
木
仁ひ
と

志し

会
長
は
「
海
外
実
習
生
を
受
け

入
れ
て
い
ま
す
が
、
英
語
の
重
要
性
を
実
感
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
英
語
は
重
要
に
な
り

ま
す
。皆
さ
ん
も
し
っ
か
り
勉
強
し
て
く
だ
さ
い
」

と
中
学
生
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
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●
田
野
畑
村
過
疎
自
立
促
進
計
画
の
変

　

更
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ

　

い
て

　
防
火
水
槽
等
整
備
事
業
な
ど
過
疎
地

域
自
立
促
進
特
別
措
置
法
に
よ
る
事
業

を
行
う
た
め
に
計
画
変
更
す
る
も
の
。

●
田
野
畑
村
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
設

　

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例

　
利
用
料
金
に
半
日
券
を
新
設
す
る
も
の

●
移
転
団
地
集
会
所
の
設
置
及
び
管
理

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例

　
８
月
に
完
成
す
る
羅
賀
拓
洋
台
団
地

集
会
所
を
追
加
す
る
も
の

●
田
野
畑
村
ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
給

　

付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
田
野
畑
村
児
童
及
び
生
徒
医
療
費
給

付
条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
同
様
に

受
給
年
齢
を
引
き
上
げ
る
も
の

●
平
井
賀
漁
港
地
区
水
産
飲
雑
用
水
施

　

設
（
田
野
畑
浄
水
系
）
田
野
畑
浄
水

　

場
整
備
工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に

　

関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
金
額
２
億
７
７
５
６

万
円

・
受
注
者
　
㈱
フ
ソ
ウ
仙
台
支
店

●
村
道
北
山
崎
線
道
路
改
良（
そ
の
３
）

【
質
問
】
産
業
振
興
に
お
け
る
６
次
産

業
化
に
つ
い
て
、
新
年
度
が
始
ま
り
動

き
出
し
て
い
る
と
み
る
が
、
現
状
で
は

ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
。

【
村
長
】
村
の
６
次
化
の
基
本
的
な
方

向
性
と
し
て
は
、
農
林
水
産
物
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
生
か
す
こ
と
、
潜
在
資
源

の
掘
り
起
こ
し
活
動
、
専
門
的
な
視
点

か
ら
資
源
を
見
出
し
て
も
ら
う
こ
と
な

ど
の
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
「
食
の

ブ
ラ
ン
ド
化
」
を
推
進
す
る
と
い
う
も

の
。
兼
ね
て
よ
り
実
施
し
て
き
た
１
・

５
次
産
業
の
取
り
組
み
も
大
事
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
と
な
る
起
業
化
に
向
け
た
活
動

の
発
展
性
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
礎
と

な
る
の
は
、
産
業
関
係
団
体
の
連
携
強

化
が
大
前
提
と
な
る
。
加
え
て
、
食
の

専
門
知
識
と
仲
間
づ
く
り
、
地
域
性
と

専
門
性
の
融
合
・
展
開
・
発
展
で
あ
り
、

食
産
業
を
推
進
す
る
た
め
の
誰
が
・
何

を
・
ど
う
す
る
等
を
明
確
に
す
る
地
域

産
業
と
し
て
の
ブ
ラ
ン
ド
化
も
大
事
で
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工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議

　

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
金
額
７
８
３
０
万
円

・
受
注
者
　
横
田
建
設
㈱

●
平
井
賀
漁
港
地
区
漁
業
集
落
道
整
備

　

羅
賀
平
井
賀
線
（
道
路
改
良
舗
装
）

　

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
に
関
し
議

　

決
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
金
額
７
０
２
０
万
円

・
受
注
者
　
佐
藤
建
設
㈱

●
平
井
賀
漁
港
地
区
漁
業
集
落
排
水
処

　

理
場
解
体
撤
去
工
事
の
請
負
契
約
の

　

締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と
に

　

つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
金
額
５
７
７
８
万
円

・
受
注
者
　
大
崎
建
設
㈱

●
田
野
畑
村
防
災
ま
ち
づ
く
り
拠
点
施

　

設
〔
備
蓄
倉
庫
〕
建
設
工
事
の
請
負

　

契
約
の
締
結
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　

こ
と
に
つ
い
て

・
工
事
請
負
契
約
金
額
５
１
８
４
万
円

・
受
注
者
　
㈱
新
田
組

●
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　

こ
と
に
つ
い
て

・
取
得
す
る
財
産
　
除
雪
ド
ー
ザ
１
台

・
契
約
の
相
手
方
　
キ
ャ
タ
ピ
ラ
ー
東

　
北
㈱
宮
古
営
業
所

●
財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る

　

こ
と
に
つ
い
て

・
取
得
す
る
財
産
　
小
型
動
力
ポ
ン
プ

　
付
積
載
車
２
台
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ

　
積
載
車
１
台

・
契
約
の
相
手
方
　
互
光
商
事
㈱

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
一
般
会
計
補

　

正
予
算
（
第
２
号
）

　
５
億
１
３
８
６
万
３
千
円
を
追
加
し

総
額
を
１
２
８
億
９
４
５
６
万
５
千
円

と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
国
民
健
康
保

　

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
事
業
勘
定
に
56
万
３
千
円
を
追
加
し

総
額
を
６
億
７
９
４
１
万
９
千
円
、
直

営
診
療
施
設
勘
定
に
３
４
０
万
８
千
円

を
追
加
し
総
額
を
１
億
３
３
４
１
万
円

と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
簡
易
水
道
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
３
１
５
０
万
円
を
追
加
し
総
額
を

６
億
８
７
３
５
万
８
千
円
と
す
る
も
の
。

●
平
成
27
年
度
田
野
畑
村
介
護
保
険
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
保
険
事
業
勘
定
に
48
万
円
を
追
加
し

総
額
を
４
億
７
４
９
５
万
１
千
円
と
す

る
も
の
。

【
同
意
】

●
田
野
畑
村
副
村
長
の
選
任
に
関
し
同

　

意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　
酒
井
淳
氏
を
副
村
長
と
し
て
適
任
と

認
め
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
も
の
。

す
が
、
食
産
業
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ

り
方
を
再
検
討
・
再
構
築
す
る
こ
と
が

緊
要
で
あ
る
。
現
在
、
地
方
創
生
の
事

業
を
活
用
し
、
村
の
１
次
産
品
の
価
値

を
高
め
ブ
ラ
ン
ド
化
を
推
進
す
る
た
め

に
、
各
地
区
の
生
産
者
、
産
業
団
体
、

第
三
セ
ク
タ
ー
、
首
都
圏
シ
ェ
フ
等
と

の
協
議
を
重
ね
、
田
野
畑
産
食
材
を
活

用
し
、
田
野
畑
村
６
次
化
推
進
協
議
会

の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
に
就
任
し
た
シ
ェ
フ

の
監
修
に
よ
る
学
校
給
食
等
、
新
た
な

商
品
開
発
に
向
け
た
企
画
会
議
、
村
産

食
材
を
見
直
し
な
が
ら
１
次
産
業
の
生

産
意
欲
の
向
上
を
図
り
、
地
域
食
材
の

販
路
拡
大
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
た
い
。
今
後
は
季
節
の
農
林
水

産
資
源
・
旬
を
感
じ
る
お
も
て
な
し
の

食
を
提
供
す
る
な
ど
、
食
の
ブ
ラ
ン
ド

ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
の
諸
事
業
を
展
開

し
て
い
く
こ
と
、
地
域
に
脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
い
る
技
能
と
情
報
を
集
約
す

る
こ
と
な
ど
に
よ
り
６
次
化
の
深
化
を

図
り
た
い
。
農
林
漁
村
で
伝
承
さ
れ
た

土
産
土
法
の
活
用
や
食
事
薬
用
植
物
栽

培
実
証
、
適
地
品
目
栽
培
の
実
証
、
田

野
畑
の
恵
み
を
堪
能
で
き
る
山
海
の
組

み
合
わ
せ
な
ど
、
農
林
水
産
業
の
振

興
、
所
得
向
上
と
意
欲
増
進
を
図
り
た

い
。
体
制
に
つ
い
て
は
、
復
興
支
援
員

２
人
が
７
月
か
ら
着
任
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
生
産
者
の
方
々
と
よ
り
つ
な
が

り
を
深
め
、
信
頼
と
実
績
を
重
ね
て
い

く
段
取
り
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
水
泳
教
育
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
は
本
村
に
お
い
て
急
務
と
感
じ
る

が
、
現
行
に
お
け
る
プ
ー
ル
建
設
は
進

ん
で
い
る
の
か
。

【
教
育
長
】
村
内
に
は
水
泳
プ
ー
ル
が

な
い
こ
と
か
ら
、
小
学
校
で
は
近
隣
町

村
の
プ
ー
ル
に
バ
ス
で
通
っ
て
水
泳
教

室
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
中
学
校
で
は

水
泳
の
実
技
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

水
泳
プ
ー
ル
は
、
小
・
中
学
校
に
そ
れ

ぞ
れ
設
置
す
る
こ
と
が
理
想
だ
が
、
児

童
・
生
徒
数
の
将
来
予
想
や
用
地
確

保
、
整
備
費
用
、
管
理
費
用
の
面
な
ど

か
ら
、
１
か
所
に
設
置
し
て
２
校
で
利

用
す
る
方
が
効
率
的
で
あ
ろ
う
と
考
え

て
い
る
。設
置
す
る
場
所
に
つ
い
て
は
、

ア
ズ
ビ
ィ
楽
習
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
を
想

定
し
て
い
た
が
、
同
所
に
は
仮
設
住
宅

が
あ
る
の
で
、
撤
去
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
勘
案
し
な
が
ら
、
整
備
個
所
や
整
備

時
期
な
ど
に
つ
い
て
再
検
討
を
し
て
参

り
た
い
。

【
質
問
】
本
村
に
お
い
て
病
児
保
育
に

対
応
す
る
考
え
は
な
い
か
。

【
村
長
】
病
児
保
育
の
対
応
に
つ
い
て

は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」

の
中
の
事
業
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
国

が
定
義
す
る
「
病
児
保
育
」
は
、
病
気

の
と
き
で
あ
っ
て
も
、
あ
る
い
は
病
気

の
と
き
に
は
よ
り
一
層
、
身
体
的
に
も

精
神
的
に
も
、
そ
し
て
社
会
経
済
的
、

教
育
・
倫
理
的
に
も
、
子
ど
も
に
と
っ

て
最
も
重
要
な
発
達
の
ニ
ー
ズ
を
満
た

さ
れ
る
ケ
ア
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
子
ど
も
の

ト
ー
タ
ル
・
ケ
ア
が
保
障
さ
れ
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
当
初

「
病
後
児
デ
イ
ケ
ア
」
そ
の
後
、「
乳
幼

児
健
康
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」「
乳
幼

児
健
康
支
援
一
時
預
か
り
事
業
」
と
国

の
制
度
も
変
遷
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
、

基
本
的
に
は
「
病
後
児
デ
イ
ケ
ア
」「
乳

幼
児
健
康
支
援
」
と
い
う
意
味
づ
け

で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
理
念

に
沿
っ
た
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と
の
方

向
性
は
理
解
し
て
い
る
。
現
状
か
ら
そ

し
ゃ
く
す
る
と
、
児
童
を
対
象
に
発
熱

等
の
急
な
病
気
に
な
っ
た
場
合
、
保
育

園
等
に
付
設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
に

お
い
て
看
護
師
等
が
保
育
す
る
事
業
、

及
び
保
育
中
に
体
調
不
良
と
な
っ
た
児

童
を
保
育
園
の
医
務
室
等
に
お
い
て
看

護
師
等
が
緊
急
的
な
対
応
等
を
行
う
事

業
と
な
っ
て
い
る
。
子
ど
も
が
病
気
の

際
及
び
回
復
期
で
、
親
が
休
め
な
い
時

に
、
看
護
師
等
が
保
護
者
に
代
わ
っ
て

子
ど
も
の
状
態
に
合
わ
せ
た
適
切
な
保

育
・
看
護
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
看
護

師
に
は
医
療
機
関
で
の
看
護
と
は
異
な

る
小
児
の
発
達
心
理
等
を
ふ
ま
え
た
専

門
性
が
求
め
ら
れ
、
一
定
の
研
修
や
実

習
に
よ
る
人
材
育
成
が
必
要
と
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
病
児
保
育
を
実
施

す
る
に
は
、
施
設
の
整
備
や
人
的
な
手

当
て
な
ど
も
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
保
護
者
の
意
向
確
認
や
先
進
事

議
決
し
た
主
な
議
案
等

一
　
般
　
質
　
問菊地 大議

員

　平成 27 年度の第５回定例村議会は６月 17 日から 19 日まで
の３日間（18 日は休会）の日程で開かれました。
　17 日の一般質問には菊地大議員、中村勝明議員の二人が登壇
し、当面する村の課題について質問しました。
　村から提出された報告５件、27 年度一般会計補正予算を含む
15 議案を可決し、追加で副村長選任の１件も同意されました。

※村議会だよりは広報編集委員会（委員長中村勝明議員）で編集したものです。

補
　
正
　
予
　
算
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【
質
問
】
平
成
28
年
度
以
降
の
復
興
事

業
へ
の
地
元
負
担
を
求
め
る
国
の
方
針

に
対
す
る
村
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

【
村
長
】
早
い
段
階
か
ら
沿
岸
市
町
村

復
興
期
成
同
盟
会
な
ど
を
は
じ
め
、
県

や
被
災
市
町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
国
の

中村 勝明議
員

集
中
復
興
期
間
の
延
長
に
よ
る
全
額
国

費
で
の
財
政
支
援
を
求
め
る
要
望
活

動
を
展
開
し
て
き
た
。
し
か
し
な
が

ら
、
先
般
（
５
月
12
日
）
国
か
ら
28
年

度
以
降
の
復
興
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
28
年
度
か
ら
32
年
度
の
５
か
年
間

を
「
復
興
・
創
生
期
間
」
と
銘
打
っ
て
、

一
部
事
業
に
お
い
て
自
治
体
負
担
を
求

め
る
と
い
う
基
本
方
針
が
示
さ
れ
た
こ

と
は
、
誠
に
遺
憾
に
思
っ
て
い
る
。
国

が
示
す
自
治
体
負
担
に
よ
っ
て
本
村
が

実
施
し
て
い
る
復
興
事
業
に
は
大
き
な

影
響
は
生
じ
な
い
も
の
と
見
込
ん
で
い

る
が
、
被
災
地
の
復
興
は
本
村
の
み
の

復
興
に
止
ま
ら
ず
、
被
災
地
全
体
の
復

興
な
く
し
て
三
陸
全
体
の
復
興
は
成
し

得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も
負
担
対
象

事
業
の
見
直
し
や
負
担
割
合
の
低
減
な

ど
、
引
き
続
き
県
や
被
災
市
町
村
等
と

連
携
し
な
が
ら
要
望
活
動
を
展
開
し
て

参
り
た
い
。

【
質
問
】
陸
前
高
田
市
で
実
施
し
て
い

る
「
家
族
介
護
用
品
支
給
」
な
ど
を
参

考
に
本
村
で
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

ま
た
、
介
護
報
酬
削
減
に
よ
り
事
業

所
経
営
難
等
と
な
っ
て
い
る
。
村
と
し

て
の
対
応
策
を
示
せ
。

【
村
長
】
家
族
介
護
用
品
支
給
な
ど
の

検
討
に
つ
い
て
は
、
村
で
は
在
宅
で
要

介
護
者
を
介
護
し
て
い
る
方
に
対
し
、

諸
経
費
の
助
成
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

身
体
的
、
精
神
的
、
及
び
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
、
要
介
護
者

の
在
宅
生
活
の
継
続
と
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
短
期
入
所
利
用
料

助
成
事
業
」
と
「
お
む
つ
代
助
成
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。「
短
期
入
所
利
用

料
助
成
事
業
」
は
、
要
介
護
者
の
短
期

入
所
利
用
料
を
、
日
額
４
５
０
０
円
を

限
度
に
、
当
該
年
度
末
ま
で
最
大
12
日

間
分
を
助
成
す
る
も
の
。
ま
た
、「
お

む
つ
代
助
成
事
業
」
は
、
要
介
護
者1

名
に
つ
き
、
月
額
５
０
０
０
円
を
助
成

す
る
も
の
。
な
お
、
両
事
業
と
も
65
歳

以
上
の
方
で
、
要
介
護
４
以
上
の
要
介

護
認
定
を
受
け
て
い
る
方
を
、
６
か
月

以
上
継
続
し
て
同
居
、
介
護
し
、
か
つ

短
期
入
所
を
さ
せ
て
い
な
い
方
が
対
象

と
な
る
。
昨
年
度
は
、
お
む
つ
代
助
成

事
業
で
５
名
の
方
に
助
成
を
行
っ
た
。

次
に
、
介
護
報
酬
削
減
に
よ
る
事
業
所

の
経
営
難
等
に
対
す
る
村
の
対
応
策
に

つ
い
て
で
す
が
、
村
（
保
険
者
）
と
し

て
は
、
制
度
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う

に
、
関
係
機
関
・
事
業
者
と
の
情
報
共

有
に
努
め
、
対
応
で
き
る
も
の
に
つ
い

て
は
検
討
し
て
参
り
た
い
。

【
質
問
】
応
急
仮
設
住
宅
に
つ
い
て
、

中
学
校
団
地
の
対
応
は
ど
う
か
。
希
望

が
あ
っ
た
場
合
の
譲
渡
方
針
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

【
村
長
】
中
学
校
の
応
急
仮
設
住
宅
に

つ
い
て
で
す
が
、
住
宅
再
建
の
進
展
等

に
伴
い
、
全
て
の
被
災
者
の
方
が
５
月

31
日
を
も
っ
て
退
去
し
た
。
当
住
宅
団

地
に
あ
っ
て
は
、早
期
に
教
育
施
設（
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
）
と
し
て
活
用
し
た
い

こ
と
な
ど
か
ら
譲
渡
は
受
け
ず
に
、
す

べ
て
解
体
す
る
運
び
と
な
っ
て
い
る
。

【
質
問
】
被
災
者
に
対
す
る
医
療
費
、

介
護
保
険
利
用
料
の
免
除
措
置
に
つ
い

て
、
継
続
は
引
き
続
き
重
要
と
考
え
て

い
る
。
村
長
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

【
村
長
】
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

国
保
並
び
に
後
期
高
齢
の
方
で
住
宅
の

全
半
壊
、
主
た
る
生
計
維
持
者
が
業
務

を
廃
止
（
休
止
）
し
、
現
在
も
そ
の
状

態
が
続
い
て
い
る
方
な
ど
、
免
除
条
件

を
満
た
し
て
い
る
方
が
医
療
費
の
免
除

と
な
っ
て
い
る
。
介
護
保
険
の
被
保
険

者
に
対
す
る
利
用
料
の
免
除
に
つ
い
て

は
、
県
の
「
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
負
担
特
例
措
置
支
援
事
業
費
補
助
金

交
付
要
綱
」
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

お
り
、
同
事
業
の
要
綱
で
は
、
免
除
措

置
の
期
限
が
今
年
の
12
月
31
日
ま
で
で

す
が
、
例
年
は
９
月
頃
に
県
の
意
向
調

査
が
行
わ
れ
、
１
年
ず
つ
免
除
期
限
が

延
長
さ
れ
て
い
る
。
介
護
事
業
以
外
の

国
保
、
後
期
高
齢
の
医
療
費
免
除
も
同

様
に
県
の
意
向
調
査
が
行
わ
れ
、
１
年

ず
つ
免
除
期
限
が
延
長
さ
れ
て
い
る
。

今
年
も
同
様
の
意
向
調
査
が
あ
る
と
思

わ
れ
、
医
療
費
及
び
介
護
医
保
険
利
用

料
の
免
除
措
置
の
継
続
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
対
応
し
て
参
り
た
い
。

【
質
問
】
住
宅
再
建
に
対
し
、
生
活
再

建
支
援
金
の
引
き
上
げ
を
強
く
要
請
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
ま
た
、
村

独
自
の
支
援
金
の
支
給
見
通
し
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

【
村
長
】
生
活
再
建
支
援
金
の
引
き
上

げ
に
つ
い
て
は
、
各
種
要
望
活
動
の
中

で
、
国
に
支
援
額
の
増
額
と
地
方
財
政

支
援
措
置
に
よ
る
支
援
の
拡
大
を
要
望

し
て
い
る
。
村
の
単
独
支
援
金
の
支
給

見
通
は
、
５
月
末
日
現
在
、
災
害
公
営

住
宅
入
居
世
帯
や
自
主
再
建
し
た
世
帯

に
対
し
３
億
６
千
万
円
ほ
ど
支
給
し
て

お
り
、
今
後
23
戸
ほ
ど
の
自
主
再
建
を

見
込
ん
で
い
る
。
本
支
援
金
の
財
源
に

は
、
東
日
本
大
震
災
津
波
復
興
基
金
市

町
村
交
付
金
（
住
宅
再
建
分
）
を
活
用

し
て
実
施
し
て
い
る
が
、
最
近
の
申
請

状
況
で
は
新
規
住
宅
債
務
利
子
相
当
額

に
係
る
支
援
金
が
増
加
傾
向
に
あ
る
こ

と
か
ら
、
多
額
の
執
行
残
金
は
生
じ
な

い
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

【
質
問
】
前
回
の
定
例
会
で
漁
業
担
い

手
対
策
に
つ
い
て
は
、
漁
協
と
協
議
し

て
具
体
化
し
た
い
と
の
答
弁
を
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
の
後
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

【
村
長
】
漁
業
担
い
手
対
策
の
そ
の
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
漁
協
が
事

業
主
体
と
な
り
、
平
成
24
年
度
か
ら
国

の
制
度
で
あ
る
「
漁
業
復
興
担
い
手
確

保
支
援
事
業
」
に
よ
り
９
名
の
雇
用
が

図
ら
れ
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
28
年

度
ま
で
の
３
年
間
、「
が
ん
ば
る
漁
業

復
興
支
援
事
業
」
に
よ
り
、
15
名
の
雇

用
が
図
ら
れ
、
ま
た
、
明
戸
ふ
化
場
に

お
い
て
３
名
を
雇
用
す
る
等
、
担
い
手

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま
た
、
本

年
度
か
ら
は
、
漁
協
が
地
域
漁
業
再
生

に
向
け
た
取
り
組
み
（
人
づ
く
り
・
場

づ
く
り
・
価
値
づ
く
り
）
を
計
画
し
、

県
の
認
定
を
受
け
地
域
再
生
営
漁
活
動

支
援
事
業
に
よ
り
、
漁
労
技
術
向
上
研

修
に
５
名
を
受
講
さ
せ
る
等
担
い
手
対

策
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
震

災
か
ら
の
復
興
は
、
地
域
に
元
気
を
取

り
戻
し
、
地
域
を
変
え
て
い
こ
う
と
す

る
担
い
手
と
な
る
若
人
が
活
躍
す
る
場

や
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
需
要
で
あ
り
、

環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
等

と
と
も
に
今
後
に
お
い
て
も
、
関
係
制

度
の
情
報
と
利
活
用
の
促
進
、
担
い
手

対
策
の
実
情
を
踏
ま
え
た
自
助
努
力
と

そ
の
改
善
に
向
け
た
要
望
等
を
行
い
な

が
ら
、
魅
力
と
活
力
に
満
ち
た
農
林
漁

村
づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
た
い
。

【
質
問
】
被
災
組
合
員
３
人
以
上
の
希

望
が
あ
っ
た
場
合
「
冷
凍
・
冷
蔵
庫
」

等
の
購
入
に
補
助
金
が
可
能
と
の
考
え

が
示
さ
れ
て
い
る
が
村
は
ど
う
把
握
し

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
の
共
同
利
用

倉
庫
、
特
に
も
黎
明
台
、
拓
洋
台
両
団

地
以
外
の
被
災
者
へ
の
取
り
組
み
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

【
村
長
】「
冷
凍
・
冷
蔵
庫
」
等
の
購
入

補
助
金
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、
水
産

庁
の
補
助
事
業
に
「
水
産
業
共
同
利
用

施
設
復
旧
支
援
事
業
」
が
あ
る
。
当
該

施
設
整
備
の
事
業
主
体
は
、
漁
業
協
同

組
合
及
び
漁
業
者
の
共
同
に
よ
る
こ
と

が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、
被
災
前
に
所

有
し
て
い
た
冷
凍
・
冷
蔵
庫
等
が
被
災

を
受
け
て
い
る
こ
と
、
３
人
以
上
が

共
同
で
利
用
す
る
事
が
補
助
採
択
の

要
件
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
要
件
に

合
致
す
れ
ば
可
能
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
共
同
利
用
倉
庫
等
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
は
、
共
同
利
用
倉
庫
の
個
別
漁

業
者
の
意
向
確
認
調
査
を
平
成
26
年
９

月
に
最
終
確
認
を
し
て
い
た
が
、
時
間

も
経
過
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
回
の

希
望
対
象
者
を
再
度
確
認
し
て
参
り
た

い
。
被
災
地
区
の
事
業
実
施
に
お
い
て

は
、
土
地
利
用
計
画
に
基
づ
き
、
造
成

工
事
が
完
了
し
た
後
、
水
産
用
地
に
施

設
を
集
積
さ
せ
る
計
画
で
あ
り
、
共
同

で
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
、
順
次
整

備
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

【
質
問
】
田
野
畑
ブ
ラ
ン
ド
を
開
発
す

る
意
味
で
田
野
畑
村
自
体
を
売
り
込
む

こ
と
。
そ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
念
頭
に

村
と
し
て
何
ら
か
の
具
体
策
、
宮
古
市

等
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に
講

ず
る
べ
き
と
考
え
る
。
村
の
考
え
を
お

聞
き
し
た
い
。

発
　
議
　
案

　
提
出
者
　
中
村
勝
明
議
員

　
賛
成
者
　
菊
地
大
議
員

　
賛
成
者
　
宮
森
鋭
幸
議
員

●
安
全
保
障
関
連
法
制
定
の
慎
重
審
議

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

・
６
月
19
日
、
追
加
議
案
と
し
て
議
員

に
よ
る
発
議
案
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
継
続
審
議
と
な
り
、
７
月
13
日

の
第
６
回
臨
時
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

【
村
長
】
田
野
畑
ブ
ラ
ン
ド
に
関
し
て

は
７
番
議
員
に
こ
れ
に
関
す
る
答
弁
を

し
た
と
こ
ろ
で
す
。
ご
質
問
に
は
、
村

全
体
で
取
り
組
め
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

と
エ
ー
ル
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
対

し
て
、
答
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
参
り
た
い
。
な
お
、
宮
古

市
等
他
自
治
体
の
取
り
組
み
を
参
考
に

講
ず
る
べ
き
と
の
ご
意
見
で
す
が
、
宮

古
市
の
場
合
に
は
、
市
内
の
企
業
、
事

業
者
、
生
産
者
等
に
支
援
す
る
た
め
の

産
業
振
興
補
助
金
（
基
金
）
が
創
設
さ

れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
田
野
畑
村

で
も
６
次
産
業
化
推
進
協
議
会
構
成
団

体
に
活
動
す
る
た
め
の
同
様
の
補
助
制

度
を
創
設
し
て
お
り
、
参
考
に
す
べ
き

点
を
学
び
な
が
ら
、
６
次
化
活
動
の
充

実
を
図
っ
て
参
り
た
い
。

例
等
を
参
考
に
し
な
が
ら
検
討
し
て
参

り
た
い
。

　
　
【
質
問
】
㈱
陸
中
た
の
は
た
の
26

　
　
　

年
度
決
算
状
況
と
27
年
度
の
抱

　
　
　
　

負
を
伺
い
た
い
。

　
　
　【
村
長
】
ホ
テ
ル
羅
賀
荘
で
は

　
　
一
昨
年
か
ら
続
く
あ
ま
ち
ゃ
ん
人

　
気
や
昨
年
４
月
の
三
鉄
全
線
開
通
効

果
、
秋
に
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
大
口
団

体
集
客
が
あ
り
順
調
に
推
移
し
、
加
え

て
、
材
料
原
価
率
の
適
正
化
に
努
め
た

結
果
、
売
上
げ
、
利
益
と
も
に
目
標
を

達
成
し
た
。
27
年
度(

第
48
期)
に
つ

い
て
は
、
よ
り
一
層
喜
ば
れ
る
料
理
・

安
ら
ぎ
の
あ
る
お
も
て
な
し
、
企
画
商

品
の
創
出
・
実
践
に
努
め
、
お
客
様
の

満
足
度
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
さ
ら

な
る
収
益
改
善
・
地
域
貢
献
に
努
力
し

て
参
り
た
い
。
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佐々木  梨
り

帆
ほ

ちゃん（２歳１カ月）
哲さん・貴子さん＝尾肝要＝

お母さんからのひとこと

184

　食べること、歌うこと、お手伝いが
が大好き。ひいおばあちゃんのモノマ
ネをして家族を楽しませてくれます。
　慎重派で抱っこが大好きな甘えん坊
さんです。明るく元気に優しい子に
育ってね。

佐々木  望
み

空
そ ら

ちゃん（２歳０カ月）
哲也さん・有子さん＝切牛＝

お母さんからのひとこと

　気分屋でご
・

せ
・

やきさん（笑）な望空
ちゃん。
　笑ったり、怒ったり、好きな歌を
歌ったりして忙しいけど、健康を大切
に、お姉ちゃんと仲良く、元気で素直
に成長してね。

　
地
域
に
は
諸
先
輩
が
歌
い
継
で
き
た
郷
土
の
歌
が
あ
っ
た

そ
う
で
す
。
旧
沼
袋
小
学
校
の
校
歌
に
は
、
統
合
時
点
ま
で

歌
い
継
が
れ
た
校
歌
と
は
別
の
歌
が
あ
っ
た
と
い
う
話
を
聞

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
旧
島
越
小
学
校
で
も
校
歌

代
わ
り
に
歌
わ
れ
て
き
た
歌
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
（
昭
和
26

〜
28
年
の
頃
に
出
来
た
歌
だ
そ
う
で
す
）。
そ
の
他
の
地
域

で
も
同
じ
よ
う
な
歌
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
村
民
の
宝
と
し

て
、
発
掘
・
保
存
・
伝
承
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
こ
の
度
は
、
把
握
し
て
い
る
島
越
小
学
校
愛
唱
歌

を
紹
介
し
ま
す
。

島
越
小
学
校
愛
唱
歌
１（
正
式
な
題
名
は
な
い
そ
う
で
す
）

　
　
　
　
　
　

作
詞
・
作
曲　

佐
々
木
サ
キ
先
生

緑
の
波
が
寄
せ
て
い
た　

島
越
港
の
浜
辺
に
は

静
か
に
影
が
寄
せ
て
い
た　

み
ん
な
で
泳
ぐ
そ
の
た
び
に

あ
な
た
も
わ
た
し
も
先
生
も　

泳
い
だ
あ
と
の
ひ
と
と
き
は

小
石
ま
じ
り
の
砂
浜
に　

楽
し
い
夢
を
話
し
た
ね

清
ら
に
澄
ん
だ
秋
空
に　

赤
い
ト
ン
ボ
が
飛
ぶ
こ
ろ
は

み
ん
な
で
肩
を
組
み
な
が
ら　

岸
の
浜
辺
よ　

さ
よ
う
な
ら

　
他
の
地
域
で
も
、
こ
の
よ
う
な
校
歌
や
作
業
歌
・
盆
踊
り

の
歌
な
ど
、
様
々
な
郷
土
の
歌
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

是
非
、
後
世
に
つ
な
げ
る
た
め
保
存
す
べ
き
で
あ
る
と
共
感

す
る
人
が
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
故
佐
々
木
サ
キ
先
生
、
故
伊
藤
麟
市
先
生
、
諸
先
生
を
始

め
、
先
人
の
方
々
に
感
謝
す
る
と
共
に
、
地
域
ご
と
の
郷
土

の
文
化
の
記
憶
を
郷
土
史
に
記
録
し
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て

や
み
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

村
長 

石
原 

弘 

の

　
　

    

村
長
コ
ラ
ム
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村
長

　
　


